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リ ズ ミ カ ル ・ ム ー ブ メ ン ト に お け る 音 楽 と 動 き の 研 究

～音楽構成の理解と動きの変容との関係性～

Fo r  f u r t h e r  r e s e a r c h  i n t o  t h e  r h y t h m i c a l

m o v e m e n t  l e s s o n s  a t  s c h o o l

- T h e  i n t e r p r e t a t i o n  o f  m u s i c  a n d  m o v e m e n t -

伊野義博・森下修次・田中幸治・ 滝澤かほる
・ 坂下玲子 ・ 菅家礼子

Ⅰ 研究の背景 と目的
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の 必 要性が あ げられる .｡ 音楽的理解 の 上 に運動 の 構

碇が なされ , 青菜をより深く感 じ取 り なが ら運動が

なされた時は じめ て 音楽 と動きが融 合された作品が

で きあ が る-
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㌻後 ,

こ の よう な動きと 古発とのr札垂

をH)J ら か に して い く必 要が ある ｡
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及び鑑賞

▼

エ 変容 の 確認

･ レ ク チ ャ ー以前の 動きの 構成の 実際

･ 内面 の 変容 ( 記述形式の ア ン ケ ートに よる)

･ 音楽 の 聴き取 りに 関す る 変容 ( 楽譜 へ のj'Li 人 に よ

る)

ⅠⅠⅠ レクチ ャ ー

に つ い て

1 レ ク チ ャ ー の 流れ

レ ク チ ャ ー の 流れは以 F の よう なもの とな っ た ｡

･ 日 時 : 2 0 0 4 年 1 月1 2 日 ( 月) 9 時3 0 分 -′13 時3 0 分

･ 場所 : 新潟大学教 育人間科学 部音楽村 合唱 ホ ー ル

･

参加 者

リ ズ ム 体操指導者12 名 ( リ ズ ム 体操専門家で ′ト ･

巾 ･ 高等
/

7
1

･校 ,
大

′

､

㌢
'

- , 社 会体育 等の 教 員, 指導者 ,

研究 者) 及び音楽 村教員 3 名

･

流れ

(
'

巨L
L

,,

I

- ｢ 幻想 の 7 ダ ー ジ ョ｣ の 演技 ,
ビ デ オ収録

E
'

1

LA･ 実科数日によ る作品構碇, 演技に つ い て の イ ン

タ ビ ュ ー

E
l

j
l

楽 糾教臼に よ る ｢i,J 想 の ア ダージ ョ｣ の 音楽に

関する講義と鑑賞

講義後の 作占占の 再構l'k' 及び演fL ビ デ オ収録

2 レ ク チ i
7 - の 内布

ヒ 7 ノ によ る頃曲の 演 奏, ド ラ ム に よ る リ ズ ム の

説明
, 編 曲 の カ セ ､

ソ ト テ ー プ を聞きなが ら の 解説な

ど, 3 人の 音楽村の 数 日に よ り様 々 な こ とが述 べ ら

れ た
｡ 要約する と以 卜の とお りで ある っ

a 音楽 の 要素

･ 洋楽 の 重要な要素は リ ズ ム ･ メ ロ デ † - ･ , ､ -

モ ニ ー そ し て 拝色で あ る.｡

･ メ ロ デ ( - の ラ イ ン が 高く な っ た ∈) 低くな っ た

り し て い る こ とに
l

(i:_ 目 すると ,
エ ネ ル ギ - の 動

きが 感 じられ, 音
;
E･ に よ る 気持ちの 変化を実感

で きる ｡

･

こ の 曲 の メ ロ デ ー - は 誰 で もす ぐわか るが ､ 1)｣

声と バ ス の 動き で ′ ､ - モ ニ ー が作 られ て , メ ロ

デ ( - を ji え て い る ｡ メ ロ デ f - 以外 の 部
'

/j
i

も

非常に大切 で あ る ｡

･

r
) ,
J 声 の 動きが , 始 め の 部分は1 6 分音符 で , 3 7 ′J ､

節F｣ か ら は1 6 分 音符の 三通符にな っ て い る-〉 そ

の ことに よ っ て 曲 の 表情が 餐化す るL,

･

テ ー マ が 内規される 前 (4 8 , 4 9 ′卜節) の 減 L の

和[1
[

･ は 非常に特徴の ある和 音で , 貼調か失調か

ば っ きりせず不
′

/i
:

走 な和[
7

二T･だ が
,
こ の 和洋によ っ

て次 の 部分 - の 移行が 蜜化に富んだもの となる,㌔

b 原曲と編曲の 共通点
･ メ ロ デ f - , ノ ＼ - モ ニ ー

,
リ ズ ム -

原曲と
/

1t く

同じ で忠実に編 曲され て い る一つ

c 頃曲と編 曲の 相違 ′
与

･

曲 の 長さ
- -

編 曲 で は 原曲の 17
- 3 6 ′｣ ､ 節 ,

5 1 - 5 8

′

ト節が カ ッ トされ ,

｢ テ ー マ ｣ ｢ 中間部｣ ｢ テ ー

マ の 再現と コ ー ダ｣ とな っ て い る ｡
こ の ように

シ ン プ ル な構蚊に する こと で理解 しや すい 古楽

とな り ,
｢ テ ー マ の 再現｣ の 部分を感動的 で 効

果的なもの に し て い る ｡

･ ビ ー ト . ･ ･ 三連符が 出て く る部分か ら, 頃曲 で は

1
, 2 帥 口 の 頭に ア ク セ ン ト ( 電み の ような)

が あるが , 編曲 で は 1
,
2 柏 日 の 裏柏に打楽器

によ っ て は っ きりと した ア ク セ ン トを つ け て 拍

子をと っ て い る｡ こ れは ジ 1 7 ズ の ス ロ ー バ ラ ー

ド の り ズ ム で
,
ク ラ シ ッ ク 音楽か らポ ヒ ニT_

ラ ー

古楽 - の 賓化 で ある ｡

･

青 色
･ -

原 曲は ヒ 7 ノ の み だが , 編曲で は パ ーカ ッ

シ ョ ン
, 弦禁器, 管楽器など様 々 な音に よ っ て

演奏され , オーケ ス ト ラ の ように 華や か で 惇み

の あ る響きとな っ て い る ｡ メ ロ デ f - は弦楽器

や 管楽器 で演奏される こと で , 汗を持続させ た

まま で 変化が つ け られ て い る｡ メ ロ デ ー - が繰

り返される部
/
/f や 盗り上 が る部分 で は , 渠器を

付け加 え た り オ ブ リ ガ- トを つ け た りす る こ と

で 華や か さが 増 し, 芹楽を効果的 で 変化に富ん

だもの に し て い る n

Ⅳ 結 果

1 レ
/) チ ャ ー以 前の 動きの 構成 の 実際

( 1) 作[
z

] [

z

, ｢ 女｣想 の 7 ダージ ョ ｣

音楽 : 幻想 の pj
'

ダ ー ジ ョ ( 原曲 ベ ー トー ヴ ェ

ン
,
ピ ア ノ ソ ナ タ ｢ 悲憤｣ 第 2 楽章)

編 曲者 : レ イ モ ン ･ ル フ ェ ー ヴ ル

演 奏者 : レ イ モ ン ･ ル フ
ェ ー ヴ ル ･ グ ラ ン ト､

オー ケ ス ト ラ

選曲 古 : 猪 又悦 J
′

･ ( 新潟県体操研究会)

f
'

｢ 品構使 者 : 猪又 悦了一
, 榎本陽子 ( 新潟県体

操研究会)

( 2) 選｢f如こ つ い て

選曲者は ,
ベ ー トー ヴ ェ ン の ビ 1

′

ノ ソ ナ /i r
~
悲恰
_
｣



り ス- ミ カ ル ･ ムーーナ メ ソ トに お け る告一案と動き の 研究

に
-

) い て
,
あ ふ れ る よ

t
) な)) の 湧き州る イ メ - ジ を

持 っ ており ,
r 悲k

'

亨｣ の 第2 楽章を レ イ モ ン
･ ル フ ェ -

ヴ ル が編曲 した ｢
~
幻想 の rj

7

ダ ー ジ ョ
_
｣ と い う曲に つ

い て
, 巾旧ほl; に変化が あ り体操の 構収に 向い て い る ,

運動小の 姿勢を人事に しなが ら, 伸びや か な動きを

中心 に作【
■

-【
l

- を 創作 した い と い う ′副 祁 二曲想が あ っ て

い る ことか ら こ の 曲を選ん だと述 べ て い る ｡

ま た ,
こ の 曲に つ い て , 途 切れそ うだが途 切れな

い で 盛り L が りまた 続い て い く, ダ ウ ン しそうだが

また ふく らん でく るとい う流れを感 じて おり , 中間

部の 変化も含め , 曲全体の 流れと して もよか っ た と

述 べ て い る ｡

(3) 動き の 構成に つ い て

I
/

F 品構成者は , 運動中の 姿勢に 気を つ け る ことと

ゆ っ く りと した 伸び つ づ け るよう な動きを中心 に構

碇した い と の 意図の もとに作品構成を行 っ た c また ,

曲 に 対 して , 静 か で 流れ るよう で あり なが ら ,
そ の

中に 力強さも感 じる こ とか ら, 姿勢を維持す るが 止

まらずに 伸び つ
一

うけ る よう な動きを取り 人れ ,
メ リ

ノ ＼ り を つ け て 動く こ とをテ ー マ と して 動きを考えた ｡)

しか し
,
あま り にも静的 な動きで は 面白み が ない と

感 じ, 練
>

A
T

過 程 で 振 りや はずみ を
′
上か した動的空 間

をlムげ る
_
｣二丈や , 力強さを

′

卜かす よう に構成を した-/

作l
[

l[

I

- 乍体 の 中に ジー1 7 ン 7
' を入 れ ようと した時 に

,
3 7

･卜節 か ら の と こ ろが 唯 一跳ぶ 動きが
'

( I
-- え る と い う 印

象が あ り , そ の 部分 で ジ 1 7 ン フ を行 っ た o

F均の 構蚊は , 初め 一中間吉l ト 再現 部の 3 部構収に

な -

' て お り
,
i
,

J] め と再現部の メ ロ デ ( - は 同じだが

(f]-!
'

奏が 県な
-

' て お り ,
A - B I C の 構f'k' で A と C は

:E - ' ; 二 く冶
∴
) もJ ) こ し- こと L

ゝ

' え て i,)1T ぎ しり 描収を( i
-

+ _

/､.._

り) 什l
【

"

I

- を動 い て 0 ) 感想
′

)i: 際 に 什[
L

-i

J

- を 動 い た とき o ) 悠愁と し て ,
ゆ -

' く り

如く小 でr[ ]l し- 7~- ン 十 で 動く し
7) で は な く ,

)) を ノ､ わ ろ

と こ Z) 抜 く と こ 7 ) , メ り
/
＼ り を

一

) け る と い
'
) 休o )[む

い )j が 難 しか っ た が ,

'

J<
-(f!i: ち o ) よ さを感 じる こ とが

で きた- ノ 動 い て い く 小 で [
l
l

'

;一般 り の 難 しさ を悠 L , ど

こ でp)
7

// セ ン トを取る 0_
) か の 代通児解が 必 要だ っ た 1

動きを 構J'k し たノ､ の L;-,L
t

j(J を Yj- え なが らt
r

l
/
Jナの や りた

い 動きノj で子i･ い ,
]r上根に はそ れをあわせ る よ

{
) に し

て い るが
,
こ 0 ) 什l

[

"

∫

- は [
l

l

'

1
--楽を楽 しみ な が ら動 い て い

ると悠 L: た な どかあ げ られ た,

8 7

2 r人)L丘7
- 0
_
) 変額 ( 記述形式の ア ン ケ ー トによる)

け) 調査概要

調査対象 : 作占占 ｢ 幻想 の 7 ダージ ョ｣ を こ れまで

に練習 して きた 者 10 名

予備実験参 加者1 2 名中 2 名は ,

＼

当日 初

め てf
'

F 品を動い たた め 無LLi] 答｡

調査時期 : 予備実験終 7 後 1 週間 ( 2 0 0 4 年 1 月13

口 - 1 月2 0 口)

調査唄 E] : F 記 の 7 項 目を設定 ｡

① 作品 ( 動き) に対す る気持ちや イ メ ージ の

違 い ( 受講前と
′

受講後)

② 動きや動き方の 変化 ( 受講前と受講後)

⑨ 講義の 巾で 印象に残 っ た こと ,
影響 を受け

た こ と

④ 講義の 中で ( 音楽理解 で) 今後 の体操活動

に生か せ ると思 っ た こ と

⑤ 体操 の作 品 つ く り の L で 他に受け た い 講義

内容

⑥ 作品を行う時 の 音取 り

(E
L

そ の 他

なお
,
今 回 はあ り の まま の

'

&
' /
/

B をとらえ よ
i =
) と し

て
,
い ずれも自 由記述 の )j 法をと っ た.｡

( 2〕 調査結 架

い ずれの 項 目 もL亡｣ 答者数 ( 表 1 ) が 多く , 芹楽王聖

解に よる何 らか の 影響を
′

受け て い る こ とが何 える ｡

で は
,
以 F に 詳 しく 見て み た い ｡

表 1 項 目毎の 回答者数

･J: ,
/

j(( 朽 ち や 1
'

メ ー ノ 0 )退 い (
,

受講前と
′

乏.溝後√
)

｢
~
愛)
{

l

:

- が 湧き
_
i ｢
~
し あわせ｣ ｢ よ り楽 しく｣

′

羊の
/

x
A(

す1

f

I
-= ち を )i--す ,

;
;L!) ,ii ( [没F7り1 にr )

'

jミL
l

' な い､) をJ;T い = した

と こ ろ ,
l Efh に 対する

' -̂( 朽 ち｣ l f
'

F =Jl
'

"

'

1に よ､ け る㌔A( 朽 ち1

｢ 練 習に 対す る
'

AJJ ,
I

f ち｣ ｢ n 身 の 感情_
｣ のU

L! つ に 分

け て まと め る こ とが で きた ,

,
( 表 2 ) なお ,

J

受講前

の
'

x
-(i .宇ち に快け るL

:

;-L!述 は♭i られなか っ た. : ,

I l l-J 様 に
,
1
'

メ - ジ に快け る[
:

;ALl述を折い [
Li
J

. した と こ

i)
,
｢ 田= 二k ､j す る ｣ も の と r11 ; L

'

l[

Z

l に 対す る｣ も の と

が 姐仁-, れ た.- ,
( ]i- 3 ) そ のr) ,]

(

料ま, 被騒 舟ご とに人

きくら
I

キな る,
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表 2 気持ちの違い

新潟人苧発f り ､ 問什
､

;
:::

I

;i; 紀 要 F

'

j
'
7
j 7 巻 '7

'
J
A l り･

曲 に 対 す る 気 持 ち 作r
[

H

1

7 に 対する
'

j(i 持 ち 練習に 対す る㌔t鋳ち 【
[

一身〔7 ) /T酎芹

ヒr,
'

ノ 伴 奏が動くJH 持ち に ふ く ら み を感じた よ () Jー今に ち
-

) と諌
;

[t
;

1

T

した い し あわ せ

すばら しさ , 素敵さ, 偉大さを感L: た 愛着が 湧き 横棒的 な
′

式朽ナ) に ぺt
'

Jナもよくなる

よ り楽しく聞くよ う に よ り感動 が 深ま つ た よ り よ い 動きが で き そ う

表 3 イメ ー ジ の違い

受 講 前 受 講 後

顔
漠然と したも の か ら 明瞭に

(二記述なし) 曲全体の ス ケ - /L , が 人き くr]二が り
, 繊細 に 聞 こ え るよう に

作

[ ｣

口口

メ ロ デ ( 一 に 対し ｢ ぬ り え｣ の ような!-T せ 方 - ビ 了 ノ 伴奏が動く 気持ちに ふ くら み を感じて

動きをなめら か に伸び伸びと I, ' ク セ ン トを意識 して , 抑揚を つ け て

伸び や か さ の 中に もブJ 強さ や シ 十 - ナ さ を礁調 - よ り 丁寧 に , 柔 らか い 表現を意識

全体を一 つ の作品と して 異なる 二 つ 0 ) 部分 ( ク ラ リ シ ッ ク と ,1ミ ヒ :
, ラ ー)

か ら だ の隅 々 ま で伝えて , 伸 びて , 伸び て - 中盤 は, ジ 1 , ズ 系の モ ダ ン な 動き で も /
/

も つ とテFi 動 的 で も

受身の 姿勢 臼
'
Jナな り0 ) イ メ ー ジ を持 つ て

( 記述な し､) 表現 性 が 高ま つ た / 余韻o ) よ う な責;
'

Ji
1

ま で

メ リ ノ ､ り を つ け た い ク ラ ＼

ソ シLソ ク は の び や か に , ホ ビ ニー,_
二

ト- は よ り 刀銭く

* 図 中 の- - は 回 答者が 同じ で ある こ とをホす ｡

②動きや 動き方 の違 い ( 受講前と受講後)

多く の 凹答E-が 共通 に使梢 して い る語 ( 或 い は1'1]

じ旨味 の 語) が ある こ とに 気づく ｡ ( 末 4 参照)

表 4 使用頻度の高い語 と回答者数と使用回数

ア ク セ ン ト ク ラ ツ シ ッ ク 系と ポ ヒ :
7

_
ラ ー系 L川f

l

ち消; や 藍 ヒり 部 流 れ 末 現 メ リ - り

6 名
,
9 回 4 名 , 6 回 4 名 , 5 回 3 7 ,

,
5 回 3 名

,
4 回 4 7 . , 4 LLi]

｢ ア ク セ ン ト｣ ｢ ク ラ ッ シ ッ ク 系と ポ ピ ュ ラ ー系｣

｢ 中間部や 藍 ヒり部 ( 曲 の 構成) ｣ ｢ 流れ｣ は , 講義

内
r

r7 と深く関連した 語 で あり ,
そ のl)i) 容 が 動きの 変

容に 影響 して い る ことが推 察で き る.
｡ さ F' に

,
,

:

;L!述

を詳しく ( 表 5 1 1 ) 見 ると ,
｢ 流れ｣ ｢ 夫硯｣ ｢ メ

リ ′ ＼ リ｣ は ｢ 具体的 変化の 現われ｣ の 記述が 上 で あ

り
, そ のF) ,l 容 は ｢f

'
｢ 品と して の まとまりや 令体構収1

に 臼が 向け られ て い る こ とがわか る- ､

｢ 中間 部｣ r タ ラ ッ シ ッ ク 系と ホ ヒ エ ラ ー 系｣ の

詳 し いI)11
1

才享 ( 左 5 1 2 ) は , 主 と し て ｢[
'
[ :A [
[

"
I

- の 構成

上二のFLり越 ′

Ll(, や 今後 の 課題｣ の [
=

;A Li 述 で あ る--〉 ｢ ア ク セ

ン ト｣ に つ い て は ,
｢
~
具体的変化 の 硯われ

_
｣ と ｢
~
作

■

L

"

'

l の 構味 卜の 問題.

r
t7 1 i- 〕

/

㌢後 の 課題
_
｣ の 向J]- が 混在し

て い る.∩

表 5
- 1 ｢ 流れ｣ ｢ 表現｣ ｢ メリ ハ リ｣ の具体的記述

流 れ 長 現 メ り ノ ､ り

i :
_ 旋律と

jT,二~戸 の 占-a ) 流れ が 蹄全体c
7)f 軌kA を 再確 曲o ) 押 解 の 探ま り をf

'

f
=-
[

'

"

z

1 の rf l で 夫 メ り ノ ＼ り が ハた

I- N
ロ′L ､ 現 抑拐を つ け て

/
lモ体に 流れ が [

[

_
1 に き た 芹:Ai O )J tP

_
解に よ り ]iA-規 件 が [

i

:t
i

; 漢
-

j 緊 F]li- と解緊 の ,Y-:: を も--' と 人き

流れを.
[

_
Liす た

ノ

＼



り 7: ミ カ ル ･ ム ー ブ メ ン トに お ける[T 楽と動きo ) 研 究

表 5 - 2 ｢ 7 クセ ン ト｣ ｢ 中間部｣ ｢ クラ ･ t

/ シ t
t

/ ク系とポ ピ ュ ラ ー 系｣ の 具体的記述

8 9

/ ク セ ン ト 中 間 部 や 盛 卜 り 部 ク ラ.ノ シLノ ク 系と /+i ヒ : l
ラ一- 系

丁 ク セ ン トを 意識 して も つ と.jJf動 的で も よい の で は な い か 異な る---1 つ の 性質を か ね そ な え て

昌一禁 のp,
′ '

/ セ ン ト に/㌻せ て ジ■-㌔. ス' 系の モ ダ ン な 動 き ク ラ -
/ シ､ ノ ク は の 〇

ミ
や か に

-J 7 ク セ ン ト ♂つ取 ;) )j を 考唇 ( 動き の 構蛇が 告わ な い 再構硬か.
,+i ヒ , L

ラーは 力強 く

動きc T~) 1
'

フ-ti ン 卜 を そえ/
+
= い 藍 ト)吉6 は 空間の 人き さ が な い ホ ヒ :-I_

ラ-一言ドは 丁 7 クー-- ど- 卜 で

か らだ の ど こ で 丁 ク セ ン ト を取 る か

-ノ′ j] セ ン ト のiR り ノj を は
-

' き り 出す

少 した め て 丁 ク セ ン ト を取 る (

工 誕 と 藍
__
L り 部

'
/) W_
) 関 係を は つ き り かナて

旨取 り が 上 手 ぐごきず

動き の 構成を賓え る こ と も

* 凶
Ll ･ の - は 回?言古が 同 じで あ る こ と を ,

J
A( す と と もに , 因 果 関係も表 し て い る

以 L の こ とをまとめ る と 卜lズl の よう に なる r
,

[亘亘□ メ リ - り ア ク セ ン ト tt 哨] r.
i

B や 盛上 り 部 ク ラ
､

ソ シ ッ ク 系と ポ ピ ュ ラ - 系

【A 】 作品全体の 構成や まとま り

T3) 講義 の 巾 で 印象に 残 っ た こと , 景Z 響を受け た こ と

三通符｣ を挙げ た 古が 6 Y, お() , も っ とも
/
i37 い-､

｢ L(,,; 曲 と編 曲の 追 い ｣ ( 4 Y , ) , ｢ ク ラ ッ シ ッ ク 系と

ホ ヒ ニ1_
ラ - 系 の 追 い｣ ( 3 Y .) が そ れ に次 ぐ｡ こ の

三つ は
_
/1
-
. L ､ に 関連 した 什7

1

子で あ る ｡ すなわ ち ｢l ･.1 じ

:

_連符
で も 了

/} セ ン ト の 付眉 や 演奏に おけ る強弱の

付け )j の 遠 い が ,

'
} ラ ､

ソ シ ､y ク 系と ポ ヒ :l ラ - 系 の

違 い と な る- ノ 他州曲 ( 編 曲) で L; え ば, 前半は ほぼ

頃[堵どお り 0) ク ラ ､

ソ シ ッ ク 系, 巾Ftu r.
t
[3 と 藍 卜り部は

ボ ビ ニ,_
ラ ー系 の 構収に な っ て い る ,

ノ ! と い う こ と で

あ る- ,

F

I

J了i) ,ii の [':i:) ∴至〕･ のi
'

:
.

I
,

:

笥I- と ,

H
!

'

i ら し(ナわせ て ,7 i ろ と
r -, 7

ノ

ー 小憶 L ,
/

)
- 収 ト ) i

･

r

11 ) (ノ ‥
′

/
ノ

/

/ は -

,

,1 1 ヒ ∴
ニ

ラ-ーーは
-

- ･
J

キu ).
)i- TiALl がLL られ. (

/

r-:-
L

.I

l

一

寸 ,

J
T

'

- i
-

:

'

∃一'/ E 卜 し
■

中I
,,
T
: (- 卜

L

,' f I

講ぷ u ) ･いで｢二Ij 触 二桟
-

) /

+

= 二 と か 速くL;[3チ
I

-ミく し て い る こ

と がわか る

l
､

) ､ 卜c
' ) 他 .

ノ し7 -チ ( - とi'J
L :キ
ー

;-
F

l†=l
'

--イ壬c
J ) 凋T-H 1

l
]
､1

J
:; ) 1 )i,

'

.
,

A
[ffl O ) ヒ-ノ

′

ノ[Li子女蔓 l
′

卜o ) [
､

J
'

, l 州 ,

[it c) ) ,
I
,宜 し

a)[L-7
/

?
I

; が 比られた .- 】

･:こ:む/㌻後 の 体操iLT(動 に ′卜かせ ると!LT / , た こ と

講義r
)､j

J
,

/;l 二[t
'

tI 航す るJ) ,l
I

プ子 ( A ) と派
′

卜E
'

I
'
.) なr
)
｣

`

7
1

手

( B ) が Li られ た

八 : r :

_ 連打
o ) 効リミ｣ ｢

~
り * ム 0 ) 披 い ノ]'1 リ ズ ム

o ) 似 りノノー
_
｣ 【風

=

.

r t
.

li
t.i ,T7一川に よ る E

l
[

'

l
--楽 伸 餅 T

(;':一

上', : h
t

L
'

;-
:

j
一

三押角
J

'

fe よ動きを
一

) く ろ 卜で を y)J に な ろ :

l 卜
'

,ナf h
l

l

'

l
J- a )F川きITL り に よ

-

) て l
: '

t
'- :i
'

; と動きu )

古川朴7
>

)
'1 = て く ろと /

I
L
l
､

-

'

)
;

【B 】 作品の 問題点と課題

｢
~~
指導におい て , リ ズ ム 打ちや 曲の 構成をじ っ

く り
-

) か ませ る こ とを取 り 入れ, ら
-

' と能

動的な取 り縦み を ロー能に で きる｣ 等

⑤休挟の 作品 つ く り の 上で 他に受け た い 内容

他に
√

受けた い 講義l人J 容と し て は , 今 山l取 卜げ たf
'
｢･-
J

占Fl と関わる もの ( A ) と音楽 一般に関する もの ( B )

と が あ っ た
､
｡

A : ｢
~
音楽構成をもう 少し詳しく

_
｣ ｢ 具体的に個 々

の 動きを取 上げて｣ ｢ 曲の で きた 背i貢｣ 等

B : ｢ 休を動か しやすい 演 奏は ? ｣ ｢ テ ン ポと間

r 1) ズ ム の 違 い に よる 芹楽の
/
/)
t

吏員｣ 等

ここ6:)そ の 他
'

;-
,

㌔ミニに- ) い-こ も- ノ こ 也
Ir]
p
Tli. し
一r し

L -

r ' よ ; J l
,
/ ー

や
~~ J

索 外L]IIF
"

JL
'

1
'

J
/

Jill
,栽は なく て も[

J
r

.
A- :史を押解 して 什■

E

,[

]

I

r

'

1 六. F -
-

†
:L / 二

し-
･
) ← ]

t

:
I;
' 7

､
√ ･

レ
- † l 一 城 川 〔/

7
川 J

: こ れま で に
/

(. 什 と い わ れ た 休jL* 0 )1
/

t
=r
.
[

"

】

】u ) 汁
:

A; と 動

き の 関係に
一

) い て 検Lill
:

.
し て み た い ｣ と い

'
) f]
A
)r

'

先E
'

7
'
.

] 発

柑 二
/

) い て E
=

l
-
L! さ れ て い J

+
I

3 F
J
'

T
-一発 の 聴きIri り に 快け る

'

/
/i 7

1

子 ( 風漕 - 0 ) .
:

l
A
Ll 人 に

よ る : Y 汁ト2 : 風漕)

被験月･ は レ ク + ヤ ーを
′

受けた 筏, [
l
'

[

I
A･ 楽 の ど の 部

/

I;
i

をr 肌 ､ て い る かr,
'

ソ ナ ー トを と 一

〕 た ノ 3:,
I
,

:

ui はで汁ト2

c7 ))由り で あ る ノ ト刈ま仙川o) ベ - ト - ヴ ユ_
ン[
'

f-: 曲t
-

/ J
7

ノ ソ ナ
/i ｢~ 悲I行｣ a ) ,7 'j 2 楽 fT を ベ ー ス に ,

こ こ で 他

州 した レ イ モ ン
･ ル ソ
_
i-. -
ヴ ル ･

//
:

) ン トナー ケ p/ ,

ト ラ 0 ) 編州o )才‡徴をIE,.i
_
り) )i , ん だ コ /

:

)
-: ン ス ･ ス ニI r)

メ

〔/ 川手態 でノi
:

さ れ て い る r:r-i ,
ill: を[]f

=ト て い ろ:
/

ノて七 た は



9 0 新潟人字 数台ノ､ 問什
l

;-
!
'

- 部紀要 第 7 き 第 1
'

/)一

惰｢-1J は 踊 り手が 7 ン ナ - ト で薫き込ん だと こ ろ で ,

~二重円 二車｢
T

] にな っ て い る の はそ の 数 の 被騒 音が桁

左 した 筒所とい う こと で あ る ｡ なお, 7 ン ケ ー トを

提 出した 被験 者は 7 名 で あ っ た､-
〉

1 - 1 6 ′ト節 目ま で 低音部を聴 い て い た 被騒 音は 2

名程度 で , 残 りは 旋律の 部分を聴い て い た-, 特
に良

く聴か れて い た の は 1 ′J ､ 節 臼 2 拍口 ,
3 ′｣ ＼節[~1 1 柑

口
,
6 小節 H l 柏 臼 などで ある ｡ こ の あ た り糾二走 の

強柏など決ま っ て い るわけ で は なく
,
動き の き 一

〕 か

け に なる音を聴い て い るも の と思われ る.｡ 9
′ト節口

以降も同様な傾｢昌l 7fS 続く′
r
l 名の み 2 柏目 の 裏

,
す

なわち 1 小節を 8 等分 した最後の 音を聴い て い る被

験老もい た ｡ こ の 被験者は 次の 動きの た め に 7 ,

備運

動
1 ■

を感 じて い たと思われ る .｡

1 7 - 3 8 小節臼 は原曲に は ない ド ラ ム の 刻み が 人 っ

て くる . こ れらは
一

般的にS l() w R o c k と い われ る形

式 で ある ｡ 楽譜は原曲に従 い 2 拍子 で 表 し て い るが

実際に は こ の 部分は 4 拍子 で ある ｡ S l() w R o c k は 1

柏を 3 等 分 し 2 柏 口 と 4 柏 R に D ( ) w n B e a t と呼 ば

れる 7 ク セ ン トが つ く ｡ レ ク チ 1 7 - で は そ れま でが

ク ラ シ ッ ク 的音楽構造, こ れら中間部が ポ ピ ュ ラ ー

的Ej
J

'

- 楽構造で あると伝え た ｡ しか し被験 古で ド ラ ム ･

ベ ー ス 等 の 音を聴い て い た の は 1 名の み で そ の 他は

旋律を聴い て い た ｡ 旋律を聴くときと ド ラ ム を聴く

ときは リ ズ ム の 感 じ方にか な り の 違 い が あると予想

される の で , 今後さらに詳 しい 検証が 必要 で あると

思われ る ｡ ま た 28 小節か ら表れ る ,
ド ラ ム より さら

に細か く装飾的に演 奏され る3 2 分音符の ′く ッ セ ージ

を聴 い て い る被験 古もい た ｡

3 9 小節か ら終わりま で は ド ラ ム が なくな りリ ズ ム

は 原曲に近くな る.｡ こ の 部分 で は全員が旋律を聴い

て い た ｡ 特 に最後は 徐々 に rit a r d a n d o して い き , 旋

律以 外に感 じさせ る パ ー トが ない た め 全員が 旋律を

聴 い て い る の は も っ と もな ことだ とJ

Li 7, わ れる ｡

Ⅴ ま とめ と課題 (方法論の 検討 , プログラ ム

の提案)

1 プ ロ グ ラ ム 開発 卜の 課題

リ ズ ム 体操 の 作品構成者や 動きの 実践 者が , 打楽

をより 深く躍解, 聴取す るとそ のr),) 面に 以 卜の 変化

が 見られ る こ とが明 らか に な っ た ,
, ( Ⅳ 1 2 )

･ 音 楽や リ ズ ム 体操 - の 積極的な気持 ちが 増す.｡

( 洋楽 - の 愛着
, 芹濯 へ の 偉人さ , 口身 の しあ

わ せな気分, 練習 へ の 意欲など)

･

打楽や 動き に対する よ り細か で 豊か な 1
'

メ - ジ

を1T-f l'k'す る一-】 ( ｢ ぬ り え｣ C
7) よ

{
) な .

'

T わ せ ノ]'か ら

什 奏の ふ く らみ を感 じた動きに 蜜化- 汀楽 の 情

味や構j;j に 従 っ た 1
'

メ - ジを形蚊し , 動きを作

る-, 余韻
の よ

F
) な部

/

/)
1

ま で 動きにJ丈映さ せ よう

とする ｡ な ど-ニ)

･

音楽 の 事実や 変化を意識 した動きを し ようとす

る ｡ ( メ リ ノ ＼ り や 巾間就の
f

.

,

.% り L が り を ,

L

I

Li-. 識 し

た 動き ｢
ク ラ シ ソ

!
] 的な部分とホ ヒ ュ

:

) - 的な

部分の 動きの 変額 ､ など二; )

･

音楽と の 関係におい てI
/

F
Jd [
'

1 の 問題 ′

【烹や課題が 見

え て きた ｡ ( 動き の 構成が 合わ ない の で は な い

かr T_題と盛 り上 が り の 部分をわけ た ら どうか.｡

動き の ア ク セ ン ト に つ い て 考えた い 〔
ク ラ シ ､

ソ

ク は伸び や か に ,
ポ ピ ュ ラ ー的部分は 力強く-㌔

など√- 〉)

･ 古 楽構造の 埋解や感受を, 作占占の 構域や 動きに

生かす ｡ ( リ ズ ム や 楽譜 - の 注 目 ｡ 指導に お い

て
,

T) ズ ム iA[ ち や的 の構碇を つ かませ る｡ など｡)

ま た
,
レ ク チ 1 7 一校 の 動きにお い て は , 音楽 の 聴

取に 対 して 以下 の ような事実が半り明 した ｡

･ 被験 者の 多くは
,
旋律を聴 い て い る ｡ 低一汗部や

中間部におけ る ド ラ ム ･ ベ ー ス に江 口 した 古は

わずか で あ っ た :/ 特 に レ ク チ ャ - で 行 っ た 低内

声 の動 き
,

- ー モ ニ ー
, 音 色 の 変化

^

:
(
;-:- に 注意す

る老は 見られなか っ た ｡

･

旋 律 - の 注 目も 1 ′ト節目 2 柏 H , 3 ′卜節 H l 才r
'

j

H など, 動き の き っ か けと し て重要視され て い

ると,

L
i
l
, わ れ る

一

部 の 音に対する注 Fl で あ り , 音

岳 の 変 化や そ れにともなう エ ネ ル ギー の 変化 ,

微妙なテ ン ポ の 揺れ等に対 して は , i
'

iA_意を払う

古は い なか っ た ｡ ( Ⅳ - 3 )

こ れら の こ とか ら
,
′乍後 7

=

ロ グ ラ ム 開発 ヒの 課題

と し て 次の 事項が浮か び L が っ てく る ｡

･ ま ず
, 音楽 - の い っ そ う の 躍解と解釈が 必 要と

なる. 1 音楽を形
づくる 諸要素を細かく聴き取る

と ともにf
'
｢ 品 の 全体を把握 し, そ れを動きに つ

なげ よう とす る ことが重要 で ある.｡ 具体的 には ,

作I
L

TIT
J

l を 作る L で , 旋律以 外のfl
′

7 + , 1) ズ ム , 鍾

迫 ･ 出柏等の 感官を つ か む ことが 必 要となる ｢

現時 ′

【烹で は , 例 えば柏 の /

r6
L l
S じ方なども漠然と し

て お り , 複数 の 人数で 同じ動きを取 る場｢Til :報L

が 子想される ｡ ま た , 旋律におい て も, 単 に動

きの き っ か けと し て の 活用で は なく , 旋律 の 持

つ 動的な件 格
,

エ ネ ル ギーを つ か ん で 動く こと

が 肝 安で あ る ｡

･

打楽坪解と解釈の ため の Jj 途を 考
′

秦し
′

実践す る
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こ と が 効果的 で あ ろ う- 上川三的に は , 動き の 構

岐口､引こお い て
,
音楽 を

'
1
}

_
fi で ど の よう に聴き取

るか とい っ た 作 業を行う , 楽譜を必ず 見る , な

ど の 事柄で あ る-

･

動きと 芹楽との 境木的 な関係に つ い て , 身体を

適 して 把据す る こ とが必 要となる ｢ すなわ ち,

歩く , 走 る, 跳 ぶ , 振 る ,
は ずむな どの 基 本的

な連動が リ ズ ム , 旋律, - - モ ニ ー
,
拍子など

とどの よう に関係 して い るか , 体操用再発等を

店周 し
,
身体を通 して学ぶ 作業 で ある ｡

･

こ れら の 後 , 動き の リ ズ ム や 運動空間と音楽と

の 具体的 な関連 を探 る ｡ 例 えば ,
行おうとす る

動きの 7 ク セ ン トと音楽の ア ク セ ン トを忠実に

(ナわせ るだけ で は ,
リ ズ ム 体操は成立 し得ない 〔｡

古窯 - の 解釈を深め なが ら, 本来 の 意味 で の 動

きとの
一

体化を探 る活動を重ね る必 要が あ るL,

2 今襟 - 向 け て

ボー デは
,
｢~ 古楽は時 間的な構造 と無限の Fl 由性

を持ち , 生 命の 敵 で あ る過 よと環境とい
一

〕 た 全 て の

過剰な附加 物か ら , ｢ 大泊勺外自勺に 人間を解放す るとい

ら
,
!7-, に 教 育 的 価 値 を 置 き , 更 に , 市 楽 の 卜柏

A u ft ak ti g k ei t を身体 の 用意 の 動 作に 対l,L
J
, さ せ

, 現

在 の 連動千 の 某礎を築 い た 1
2

｡ ま た , 打楽を動き

の ｢ 伴奏｣ と し て と らえ る とい う より , 音楽 の 形成

)) を身体｢朋[
l

i-f中的なもの を牛み 出す力に 巾紡[干させ

る こ とを と位に 置い た
こ～

｡
つ ま り

,
ボーデは ｢ 音楽

は動きの 伴奏 で あ り , 打実に(T わ せ て 動け ばい い と

い う もの で はなく, む しろ , 1勺にあ る感官を呼びFhL!

ニ し
, 軌澱 し, 解放す る こ と で あ る ,

こ の た め に身

心｢いi: j
ti- i
l

o; ,1lJ J-ii ,1 j れ ∴ ,

: T/
'

l
:I- ･= .

'

t二仙｢ いご, i) )
J
r

･ し に なろ- と した c
' ) で あ る

l

こ U) よ う に休一別ニ

′
､

`
′

【
f

-
′

/- ト小f I ,!r]
}

/ r 叶′
ニケノ 1' =一 F;i: し- 酎 二

ゝ
:
-

け -
I )

と /

+

i:
-

' て+
'

Jf び つ い て い る- メ [
!

;-
:

A- は 動きをi)i-
'

'ii 仙 ナ,

動きに は適L)) な 汁楽が 必 焚とさ れる 0 ) で あ る-A
TE た ,

-:,Elf_
Cj) 頂動 o
-) 牌収 とは ,

: ;--
-
i
,

や そ 0 ) 小c) )

動きをアt]l .i さ せ , -
∫

)
･
一

) 0 ) 動 きu )('
'

J
l

'

(1 糾 を(l
L

; め
,

'

F

休 を
･

つ の まとま り の あ る 作[
L

"

7

- と し て 併収す る こ と

で ある- 】 そ の 際には ,

′

乍間借収や 柑
]

[り構成, 流れな

ど
'
I
}

_ 体
の 構収を F)- え る が ,

汗楽 と動 きとの 調和が 前

提とな 7f
'

1
'

1-:[
'

-l

T

一
つ く り に は

,
卜と し て -/ ) 0) ノj 法 が と 仁) れ て

い る一,
-

-

) は , まず連動を柏
'

fJ 'kA し て ,
こ れ に適 した

(
'

1
J-溝を

-

) け る)/ uこで あ ろ,
二れは才川りな 粂什が必

I

Ji
'J

と され 一柑
′

仙 二 は h
'･ い L

)
I

;1(=I い
一

) = は , 構収 しよ
'
)

とす ろ(
/

L
-
L

L

‖

r

-
c' ) 効 きに あ

-

' /= り 1 ム や-/~ ン ; ト0 ) r
､

'

'

)
A- :j
一三を

9 1

C D 等 か ら探 した り , 昌
二

楽 か ら閃 い た イ メ ージをも

とにそ れに fT う よう な運動か ら組み 立て たす る方法

で あ る ｡ こ れ には ,
普段か ら多く の 曲を聴い て , 動

きに適した 音楽を繁め て おく必 要が あり , 作品 つ く

りに 一番若
′

方す ると こ ろ で ある ｡ そ の た め ,
動き に

!T わな い 曲が 開い られた り , 了一どもた ち に 人気の あ

る曲が
J

安易に使われた りす る こ とが ある. 1

こ の よう な観点か ら, 作占占構成 に 当た っ て は個 々

の 動きの リ ズ ム や 流れを把握する と共に , 音楽 の 持

つ r) ズ ム
,
メ ロ デ イ - , - - モ ニ ーを理解 し, 単 に

音楽に 合わせ て 動く の で は なく , 音楽と
一

体化する

ことによ っ て
, 感動 , 喜び, 新鮮さ, 生命感をま し ,

運動感覚,
.) ズ ム 感

,
空 間感電 , 全体性 , 創造性な

どの 感性が磨か れる ことが望まれ るo

木研究で は ,
ベ ー トー ヴ ェ ン の ピ 7 ノ ソ ナ タ ｢ 悲

憤｣ の レ イ モ ン
･ ル フ ェ - ヴ ル 編曲を使 っ た リ ズ ム

体操作占占の 選曲, 動き の構成, 練習過程等 ,
および

,

実施者に よる音楽 の解釈と動きの リ ズ ム の とらえ方 ,

更 に 古楽専 門家に よる音楽の 解釈等が 調査された ｡

そ の 結 果, 古楽 の 解釈を深め る こ とに よ
一

〕 て
, 動

き の 全体件や Ej
'

'

- 楽と動き の 調和に注意が 向け られる

よう に なり
,
グ ル ー プ と し て

一

体化す るため の 共通

理解の
･

助も示唆 された .
｡

今後 ,
｢ 動き の リ ズ ム や連動空 間｣ と ｢ [

l

L

I-
'

1
--楽 の リ

ズ ム
,
メ ロ デ ( -

,

- - モ ニ ー
,
そ れぞ れの 楽器演

奏の 聞き分け｣ と の 具体的 な 臥垂づ けを明 らか に し

て い く こと , 史に , 動きに あ っ た 芹楽 の 選曲の 基本

的 Fj- え j]- を提ホす る こ となどが 課題で ある ｢

注
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